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一

ま
づ
万
葉
集
の
歌
が
如
何
に
し
て
あ
ら
は
れ
て
来
た
か
、
更
に
日
本
の
歌
が

ど
う
い
ふ
処
か
ら
生
れ
て
来
た
か
、
と
い
ふ
こ
と
即
、
万
葉
集
に
到
る
日
本

の
歌
の
文
学
史
を
述
べ
、
万
葉
集
の
書
物
の
歴
史
を
述
べ
た
い
と
思
ふ
。

す
べ
て
文
学
は
、
文
明
の
世
に
な
る
と
、
芸
術
的
衝
動
か
ら
作
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
が
、
昔
は
さ
う
し
た
欲
望
が
な
か
つ
た
。
だ
か
ら
、
其
時
代
に
、
如

何
に
し
て
歌
が
出
来
た
か
を
ま
づ
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

日
本
に
歌
の
出
来
た
始
め
は
、
文
学
の
目
的
の
為
に
生
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

す
ぐ
に
人
が
考
へ
る
事
は
、
歌
は
男
女
牽
引
の
具
と
し
て
生
れ
て
来
た
と
考
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へ
易
い
こ
と
で
あ
る
が
、
其
は
大
き
な
間
違
ひ
で
、
鳥
が
高
声
を
は
り
あ
げ

た
り
す
る
の
と
は
違
ふ
。
な
る
程
、
此
要
求
は
あ
る
に
は
違
ひ
な
い
が
、
此

説
の
全
部
を
其
原
因
に
採
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
幼
稚
な
見
方
で
あ
る
。
文

学
が
あ
る
点
ま
で
発
育
し
て
後
に
こ
そ
、
此
手
段
に
利
用
せ
ら
れ
る
こ
と
は

あ
る
。
此
立
ち
場
か
ら
異
つ
た
方
面
を
話
し
て
見
た
い
と
思
ふ
。

外
国
に
於
て
も
、
や
は
り
同
じ
発
生
の
径
路
を
取
つ
て
居
る
が
、
日
本
で
は

更
に
著
し
く
其
跡
が
見
え
、
古
い
書
物
に
其
痕
跡
が
は
つ
き
り
遺
つ
て
居
る
。

万
葉
集
の
様
な
可
な
り
文
明
の
進
ん
だ
時
代
の
歌
集
に
於
て
も
、
其
跡
が
は

つ
き
り
見
え
る
。

私
は
文
学
の
発
生
よ
り
説
き
、
其
証
拠
を
総
て
万
葉
集
に
求
め
つ
ゝ
、
日
本

の
歌
を
考
へ
て
見
よ
う
。
さ
う
す
れ
ば
同
時
に
、
日
本
の
歌
の
発
生
的
順
序
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が
わ
か
る
と
思
ふ
。

万
葉
集
は
、
巻
の
順
序
は
年
代
に
な
つ
て
ゐ
な
い
が
、
十
七
・
十
八
・
十
九

・
二
十
の
四
巻
は
、
年
代
が
ず
つ
と
新
ら
し
い
。
中
で
も
二
十
巻
の
歌
は
最

新
し
い
と
考
へ
る
。
先
づ
其
処
ま
で
に
到
る
迄
の
日
本
の
歌
の
発
生
す
る
歴

史
を
、
万
葉
集
に
よ
つ
て
述
べ
て
見
よ
う
。
さ
う
す
る
と
、
正
当
な
万
葉
集

の
年
代
順
が
附
く
訣わけ
で
あ
る
。

文
章
が
散
文
で
あ
る
の
は
、
新
し
い
。
始
め
は
、
韻
文
或
は
律
文
で
あ
る
。

日
本
で
は
律
文
と
言
ふ
方
が
正
し
い
。
日
本
文
学
の
古
い
時
代
に
は
、
律
文

が
唯
一
の
文
学
で
、
散
文
は
後
に
生
れ
た
も
の
で
あ
る
。
奈
良
朝
も
頂
上
に

到
つ
た
頃
に
散
文
が
現
れ
て
居
る
が
、
十
分
の
発
育
は
せ
ず
、
純
粋
の
散
文

は
平
安
朝
に
な
つ
て
や
つ
と
発
達
し
た
。
平
安
朝
の
文
学
史
は
散
文
の
文
学
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史
で
、
奈
良
朝
か
ら
以
前
の
文
学
史
は
律
文
の
文
学
史
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

律
文
の
文
学
史
　
　
万
葉
集
の
歌
の
出
来
た
順
序
に
就
て
の
解
説
は
当
然
、

奈
良
朝
ま
で
の
日
本
古
代
の
完
全
な
文
学
史
に
な
る
の
で
あ
る
。

文
学
で
あ
る
と
言
ふ
以
上
、
永
久
性
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
文
学
は
即
座
に

消
え
る
も
の
で
は
な
い
。
処
が
不
都
合
な
事
は
、
昔
は
文
字
が
な
か
つ
た
。

尠
く
と
も
、
日
本
文
学
の
発
生
当
初
に
於
て
は
、
文
字
は
無
か
つ
た
。
文
字

の
無
か
つ
た
時
代
の
文
学
は
、
普
通
の
話
と
同
じ
様
に
口
頭
の
文
章
に
よ
つ

て
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
た
。
つ
ま
り
今
言
ふ
童
謡
・
民
謡
の
如
き
文
章
、
而
も
た

ゞ
、
口
頭
の
文
章
と
言
う
て
も
、
人
の
記
憶
に
止
ま
ら
ぬ
文
章
は
永
久
性
が

な
い
。
永
久
性
の
あ
る
文
は
、
韻
文
・
律
文
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
散
文
の

文
学
が
、
文
字
の
な
い
時
代
に
永
久
性
を
も
つ
て
居
た
と
考
へ
る
の
は
間
違
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ひ
で
あ
る
。

其
次
に
、
律
文
で
あ
つ
て
も
、
遺
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
と
、
遺
る
価
値
の
無

い
も
の
と
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
其
村
々
・
国
々
の
生
活
の
中
心
に
な
つ
て
居

る
年
中
行
事
と
し
て
繰
り
返
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
永
久
性
は
な
い
。

今
日
に
於
て
も
、
昔
か
ら
の
宗
教
の
力
の
遺
つ
て
居
る
言
ひ
習
し
や
、
し
き

た
り
や
、
信
仰
が
あ
る
。
今
日
の
生
活
に
関
係
の
無
い
迷
信
・
俗
信
が
あ
る
。

吾
々
は
迷
信
と
思
つ
て
居
り
な
が
ら
も
退
け
得
ら
れ
ぬ
信
仰
が
あ
る
。
料ハカ
り

知
れ
な
い
祖オヤ
々
の
代
か
ら
信
仰
と
し
て
伝
へ
ら
れ
、
形
式
の
み
残
つ
て
、
当

代
の
信
仰
と
合
は
な
く
な
り
、
意
味
の
わ
か
ら
な
く
な
つ
た
も
の
が
沢
山
あ

る
。

昔
の
村
　
　
大
き
な
国
を
知
ら
な
い
時
代
　
　
の
生
活
を
考
へ
る
と
、
村
の
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最
重
大
な
中
心
に
な
る
も
の
は
、
神
祭
り
で
あ
る
。
祭
り
以
外
の
事
は
多
く

は
場
合
々
々
に
な
く
な
つ
て
も
よ
か
つ
た
。
神
祭
り
以
外
の
事
と
し
て
は
、

神
の
信
仰
に
関
す
る
事
、
是
等
は
総
て
律
文
で
伝
へ
ら
れ
て
居
る
。
失
は
れ

な
い
信
仰
が
村
々
を
安
全
に
保
た
せ
る
も
の
だ
と
信
じ
て
居
た
。
此
神
の
信

仰
に
関
す
る
も
の
が
、
後
々
ま
で
遺
つ
て
、
文
学
も
こ
ゝ
に
出
発
点
が
あ
つ

た
。

即
、
神
々
を
祀
る
場
合
、
神
に
関
す
る
信
仰
を
伝
へ
た
言
葉
、
一
種
の
文
章

な
り
、
こ
と
ば
な
り
が
、
永
く
久
し
く
残
つ
た
の
で
あ
る
。
其
中
に
は
社
会

状
態
・
信
仰
状
態
の
変
化
に
因
つ
て
、
無
意
味
に
な
つ
て
来
た
も
の
も
あ
る

が
、
と
も
か
く
も
、
神
に
関
す
る
口
頭
の
文
章
の
み
が
、
永
く
久
し
く
遺
る

力
を
有
つ
て
居
た
。
此
以
前
に
、
文
学
の
興
る
出
発
点
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
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二

神
の
信
仰
、
神
祭
り
に
関
す
る
こ
と
ば
は
、
如
何
に
し
て
我
国
に
現
れ
た
か
。

最
初
に
吾
々
の
祖
先
が
、
是
は
伝
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
つ
た
こ
と
ば
は
、

神
自
身
の
言
う
た
こ
と
ば
、
即
、
託
宣
で
あ
つ
た
。
神
が
現
れ
て
、
自
分
の

言
ひ
た
い
事
を
言
う
た
、
其
こ
と
ば
で
あ
る
。
神
の
こ
と
ば
が
、
何
の
為
に

告
げ
ら
れ
た
か
と
言
ふ
事
を
、
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

神
が
村
々
へ
時
を
定
め
て
現
れ
、
あ
る
こ
と
ば
を
語
つ
て
行
く
。
こ
と
ば
は
、

恐
ら
く
村
人
の
要
求
通
り
の
こ
と
ば
で
あ
つ
て
、
而
も
其
が
毎
年
繰
り
返
さ

れ
る
。
村
人
の
平
穏
無
事
で
暮
せ
る
様
に
、
農
作
物
が
豊
か
で
あ
る
様
に
と

言
ふ
、
お
定
り
言
葉
を
神
は
言
う
て
行
つ
た
の
で
あ
る
。
託
宣
の
形
は
遺
つ
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て
居
な
い
が
、
思
ふ
に
単
に
神
が
、
実
利
的
の
こ
と
ば
を
言
う
て
行
く
の
で

は
な
く
、
神
現
れ
て
、
神
自
身
の
来
歴
を
告
げ
て
去
る
。
そ
し
て
、
村
人
を

脅
す
家
な
り
村
な
り
の
附
近
に
住
ん
で
居
る
低
い
神
、
即
、
土
地
の
精
霊
と

約
束
し
て
行
く
。
其
は
、
自
分
は
か
う
言
ふ
神
だ
ぞ
。
だ
か
ら
お
前
は
自
分

の
言
ふ
事
を
聴
か
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
言
ふ
意
味
の
こ
と
ば
で
あ
つ
た
。
約
束

を
し
た
後
、
神
は
村
を
去
る
。

此
が
毎
年
繰
り
返
さ
れ
る
。
此
こ
と
ば
が
村
人
に
と
つ
て
非
常
に
大
切
で
あ

つ
た
。
村
人
は
是
を
大
切
な
も
の
と
し
て
伝
承
し
た
。
其
痕
跡
は
今
も
遺
つ

て
居
る
。
節
分
の
夜
、
厄
祓
ひ
が
来
た
り
、
東
北
地
方
で
は
正
月
十
五
日
の

夜
、
怠
け
者
を
懲
す
為
に
変
な
も
の
が
来
た
り
、
年
の
暮
や
年
の
始
め
に
、

鬼
の
歩
く
の
は
、
皆
昔
神
の
訪
れ
た
な
ご
り
で
あ
る
が
、
今
日
で
は
、
此
意
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味
は
忘
れ
ら
れ
て
居
る
。
此
等
は
恐
ら
く
、
只
今
の
国
家
が
始
ま
ら
ぬ
前
か

ら
の
信
仰
が
、
形
式
化
し
つ
ゝ
遺
物
化
し
て
遺
存
し
て
居
る
、
生
活
上
の
化

石
で
あ
ら
う
。

か
う
し
て
来
る
者
は
、
皆
神
な
の
で
あ
つ
た
。
其
が
次
第
に
訣
ら
な
く
な
つ

て
、
鬼
に
な
つ
た
り
、
乞
食
に
な
つ
た
り
し
て
、
其
習
慣
が
漸
や
う
やく
固
定
し
た
。

つ
ま
り
、
遠
い
処
か
ら
年
に
一
度
村
々
を
訪
れ
る
神
が
、
沢
山
人
数
を
連
れ

て
や
つ
て
来
る
。
此
神
々
の
唱
へ
た
こ
と
ば
が
、
村
々
に
と
つ
て
大
切
な
の

で
あ
る
。
こ
の
信
仰
詞
章
も
、
村
の
生
活
の
複
雑
に
な
る
の
に
比
例
し
た
。

家
を
建
て
た
り
、
酒
を
造
つ
た
り
、
火
を
鎮
め
た
り
す
る
時
は
、
村
人
の
要

求
ど
ほ
り
の
神
が
来
た
。
今
の
厄
祓
ひ
が
人
で
あ
る
様
に
、
実
は
、
昔
も
人

間
が
仮
装
し
て
来
た
の
だ
。
即
す
な
は
ち其
期
間
は
、
神
で
あ
る
と
言
ふ
信
仰
を
も
つ

11



て
や
つ
て
来
る
。

八
重
山
で
は
、
初
春
の
植
ゑ
つ
け
な
ど
に
、
色
々
の
神
が
来
る
。
或
村
に
は

鬼
、
或
村
に
は
蓑
笠
を
著
け
た
者
、
或
村
に
は
盆
の
時
に
、
祖
先
が
伴
を
連

れ
て
幸
福
を
授
け
に
来
る
。
此
訪
れ
る
神
の
唱
へ
る
文
句
が
、
神
に
扮
し
た

人
に
よ
つ
て
伝
へ
ら
れ
る
。

村
々
の
若
者
は
、
村
の
中
心
で
あ
つ
た
。
村
の
中
心
と
は
、
神
事
に
奉
仕
す

る
と
言
ふ
こ
と
で
あ
る
。
此
神
に
仕
へ
る
為
に
は
、
成
年
式
を
済
し
て
、
資

格
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
成
年
式
を
あ
げ
た
若
者
が
、
村
々
の
中
心
に
な

る
。
神
の
祭
り
の
前
後
に
は
潔
斎
を
し
て
神
に
な
る
の
だ
。
神
の
唱
へ
る
文

句
は
、
村
の
若
者
の
み
に
、
非
常
な
大
切
な
も
の
と
し
て
伝
つ
た
。
此
ら
は

皆
、
神
の
自
叙
伝
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
が
、
是
に
随
伴
し
て
言
ふ
こ
と
は
、
相
手
の
者
を
き
め
つ
け
て
か
ゝ

る
こ
と
ば
、
村
人
に
何
の
同
情
を
も
有
た
ず
し
て
、
其
生
活
を
脅
す
、
低
い

精
霊
を
圧
へ
つ
け
る
神
々
の
こ
と
ば
で
あ
る
。
此
こ
と
ば
は
「
自
分
は
強
い

神
で
あ
る
」
と
言
ふ
だ
け
で
は
、
効
力
を
示
さ
な
い
。
即
、
相
手
は
、
ど
う

言
ふ
弱
点
を
有
つ
て
居
る
か
、
其
弱
点
を
自
分
は
よ
く
知
つ
て
居
る
、
と
言

へ
ば
、
勝カチ
に
な
る
の
で
あ
る
。
汝
は
何
時
出
来
た
。
お
前
は
何
時
ど
う
し
た
。

か
う
い
ふ
自
叙
伝
が
複
雑
に
な
り
、
相
手
の
来
歴
ま
で
述
べ
る
様
な
こ
と
ば

が
、
次
第
に
出
来
た
と
思
は
れ
る
。

一
人
称
の
律
文
が
、
二
人
称
の
律
文
を
含
む
様
に
な
つ
て
来
た
。
而
も
此
自

叙
伝
の
歴
史
が
律
文
で
伝
へ
ら
れ
た
。
か
う
し
て
、
日
本
に
出
来
て
来
た
口

頭
の
文
章
が
、
古
い
語
こ
と
ばで
言
ふ
と
寿
詞
ヨ
ゴ
ト
で
あ
る
。
寿
詞
と
い
ふ
の
は
、
只
今

13



の
祝
詞
ノ
リ
ト
の
本
の
形
で
あ
る
。
祝
詞
は
、
只
今
で
は
変
つ
た
形
を
し
て
居
る
が
、

も
と
は
、
土
地
の
精
霊
に
言
ひ
聞
せ
る
こ
と
ば
で
あ
つ
た
。
更
に
溯
る
と
、

神
自
身
の
自
叙
伝
で
あ
つ
た
。
祝
詞
の
古
い
も
の
ゝ
中
に
は
、
神
の
自
叙
伝

の
様
な
処
も
あ
り
、
神
が
、
相
手
の
欠
点
を
知
つ
て
居
る
と
言
ふ
様
な
事
も

見
せ
て
居
る
処
が
あ
る
。
是
が
寿
詞
で
あ
る
。

此
崩
れ
た
形
が
、
万
葉
集
に
あ
る
。
そ
こ
に
は
延
喜
式
の
祝
詞
の
も
の
よ
り

も
、
古
い
形
が
遺
つ
て
居
る
。
つ
ま
り
寿
詞
の
中
に
、
神
の
自
叙
伝
、
相
手

の
来
歴
を
述
べ
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
其
が
其
ま
ゝ
展
び
て
叙
事
詩
と
な
つ

た
。
　
　
此
は
、
平
安
朝
頃
の
物
語
よ
り
も
更
に
古
い
物
語
で
あ
つ
て
、
今

の
語
で
言
へ
ば
、
叙
事
詩
で
あ
る
。
か
う
し
て
歴
史
を
語
る
、
尠
く
と
も
事

実
あ
つ
た
と
い
ふ
、
歴
史
を
語
り
伝
へ
る
も
の
が
、
寿
詞
よ
り
分
れ
て
来
る
。
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処
が
、
祝
詞
の
様
に
、
正
式
な
堂
々
た
る
も
の
に
な
ら
ず
、
短
い
も
の
に
な

つ
て
了
う
た
。
即
、
肝
腎
の
処
の
み
遺
つ
て
、
他
の
部
分
は
捨
て
た
と
言
ふ

如
き
も
の
が
あ
る
。
此
を
呪
言
と
言
ふ
。

即
、
長
い
文
章
の
中
か
ら
、
短
い
部
分
が
脱
落
し
て
来
る
。
此
俤
は
多
少
と

も
、
万
葉
集
の
中
に
留
め
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　
三

と
こ
ろ
が
日
本
の
国
家
組
織
が
、
次
第
に
進
ん
で
来
る
と
、
村
々
は
大
抵
、

日
本
の
国
家
に
合
せ
ら
れ
る
。
国
家
の
支
配
下
と
な
つ
た
村
は
存
続
す
る
が
、

国
家
に
反
抗
し
た
村
は
潰
れ
る
。
即
、
社
会
的
の
階
段
が
破
壊
す
る
。
其
故
、
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か
う
言
ふ
文
章
を
伝
誦
し
て
ゐ
た
一
種
の
職
業
者
が
、
此
職
業
を
失
つ
た
。

同
時
に
一
の
国
家
の
も
と
に
支
配
さ
れ
る
様
に
な
り
、
村
々
の
交
通
が
自
由

に
な
つ
た
為
に
放
浪
す
る
人
々
が
出
来
た
。
即
、 

所  

謂 

い
は
ゆ
る

「 

乞 

食 

者 

ホ
カ
ヒ
ビ
ト

」
と

言
ふ
職
業
人
が
現
れ
た
。
自
分
等
の
村
々
に
語
り
伝
へ
ら
れ
た
歌
な
り
、
物

語
を
も
つ
て
、
諸
国
を
流
浪
し
て
歩
く
宗
教
家
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
此
は
、

神
事
の
叙
事
詩
を
歌
ひ
唱
へ
て
歩
く
の
だ
。
か
う
し
て
叙
事
詩
を
語
り
伝
へ

る
人
々
は
、
語
部
と
称
せ
ら
れ
た
。

村
々
の
語
部
・
国
々
の
語
部
は
、
其
村
な
り
国
な
り
の
頭
に
な
つ
て
居
る
家

の
、
歴
史
を
語
り
伝
へ
て
居
る
者
で
あ
る
。
其
は
、
日
本
の
国
家
の
最
上
で

あ
る
宮
廷
の
語
部
で
あ
る
者
も
あ
り
、
村
々
の
頭
で
あ
つ
た
人
々
の
家
に
置

か
れ
て
居
る
語
部
も
あ
つ
た
。
此
中
の
あ
る
者
は
、
村
や
家
の
破
壊
す
る
と
ゝ
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も
に
、
ほ
か
ひ
人
と
な
つ
て
、
呪
言
や
物
語
を
語
つ
て
歩
い
た
。
宮
廷
に
於

て
は
、
国
家
の
歴
史
と
し
て
考
へ
ら
れ
た
も
の
を
、
曲
節
を
附
し
て
語
り
伝

へ
、
其
を
国
な
り
宮
廷
な
り
の
大
事
な
儀
式
の
場
合
に
語
つ
た
。
こ
ゝ
で
は
、

宮
廷
で
の
事
の
み
を
述
べ
て
お
く
。

長
い
叙
事
詩
の
中
で
世
に
遺
り
易
い
も
の
は
、
人
々
の
興
味
を
惹
く
部
分
で

あ
る
。
長
い
叙
事
詩
の
中
、
興
味
の
極ごく
濃
厚
な
部
分
は
、
脱
落
し
て
歌
は
れ

る
様
に
な
つ
て
来
た
。
即
、
長
い
叙
事
詩
の
中
で
、
英
雄
物
語
の
部
分
や
、

唱
和
の
歌
の
一
部
分
を
の
み
歌
ふ
事
が
出
来
て
来
た
。
是
を 

大  

歌 

お
ほ
う
た

と
言
ふ
。

大
歌
と
し
て
独
立
す
る
と
、
是
が
愈
い
よ
い
よ声
楽
と
し
て
の
価
値
を
高
め
て
来
る
。

古
事
記
・
日
本
紀
の
事
実
は
、
昔
か
ら
伝
つ
て
居
る
語
部
の
物
語
か
ら
書
き

と
つ
た
も
の
も
あ
ら
う
が
、
独
立
し
て
大
歌
自
身
に
伴
う
た
伝
説
が
、
這
入
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つ
て
居
る
と
見
ら
れ
る
の
も
あ
る
。
宮
中
の
音
楽
が
段
々
一
種
の
職
業
と
し

て
認
め
ら
れ
る
様
に
な
る
と
、
大
歌
を
謡
ふ
者
が
出
来
て
来
る
。
即
、
大
歌

謡
ひ
で
あ
る
。
宮
廷
の
祭
事
な
ど
に
叙
事
詩
か
ら
出
て
来
た
大
歌
を
歌
ふ
習

慣
が
出
来
て
来
た
の
で
あ
る
。
譬
へ
ば
日
本
武
尊
が
亡
く
な
ら
れ
た
時
、
其

后
や
皇
子
の
作
ら
れ
た
と
い
ふ
歌
が
、
時
に
歌
は
れ
る
、
と
言
ふ
事
実
が
現

れ
て
来
る
。

と
こ
ろ
が
世
が
複
雑
に
な
り
、
人
の
感
情
が
細
か
に
な
る
と
、
現
在
以
上
の

歌
を
要
求
し
て
大
歌
を
創
作
す
る
様
に
な
つ
て
、
宮
廷
詩
の
行
は
れ
る
機
運

が
起
つ
た
。
是
は
日
本
の
古
い
書
物
を
見
る
と
、
大
体
古
い
飛
鳥
の
都
、
即
、

舒
明
天
皇
・
皇
極
天
皇
の
頃
か
ら
は
つ
き
り
と
現
れ
て
来
る
や
う
で
あ
る
。

其
機
運
が
熟
し
て
来
た
為
に
、
柿
本
人
麻
呂
の
如
き
人
が
、
出
て
来
た
も
の
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と
思
は
れ
る
。
つ
ま
り
作
者
自
身
が
、
其
感
情
に
な
つ
て
、
宮
廷
或
は
貴
族

の
感
情
を
想
像
し
て
代
作
を
す
る
の
で
あ
る
。

日
本
で
は
、
自
分
の
欲
求
か
ら
歌
を
作
る
と
言
ふ
よ
り
前
に
、
先
づ
代
作
の

歌
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。
即
、
古
く
は
、
自
分
の
感
情
を
歌
と
し
て
現
は
す
必

要
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
団
体
と
か
、
或
る
貴
い
人
の
感
情
を
、
下
の
臣

が
代
つ
て
謡
う
た
の
で
あ
る
。
感
情
表
現
の
歌
と
言
ふ
よ
り
も
、
昔
か
ら
伝

へ
ら
れ
た
形
式
一
偏
の
物
で
よ
か
つ
た
の
で
あ
る
。
か
う
し
て
居
る
間
に
、

一
方
に
於
て
有
力
な
も
の
が
働
き
か
け
て
、
自
分
自
身
で
歌
を
作
る
動
機
が
、

発
生
し
た
。
即
、
抒
情
詩
を
生
み
出
す
機
運
に
向
い
て
来
た
の
で
あ
る
。
だ

か
ら
万
葉
集
に
見
え
て
居
る
も
の
ゝ
中
で
、
奈
良
朝
以
前
の
歌
は
、
代
作
の

歌
が
多
い
と
思
つ
て
よ
い
。
万
葉
集
を
見
る
と
、
此
傾
向
が
、
ひ
ど
く
力
強
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く
あ
ら
は
れ
て
居
る
。
其
が
、
代
作
の
時
代
か
ら
真
の
抒
情
詩
を
産
み
出
し

た
天
才
歌
人
人
麻
呂
を
、
一
時
に
飛
躍
さ
せ
る
原
動
力
に
な
つ
た
。
人
麻
呂

の
抒
情
詩
は
、
今
日
見
る
と
、
代
作
と
称
し
て
居
な
い
も
の
で
も
、
代
作
的

の
も
の
が
多
い
。

純
粋
の
抒
情
詩
は
、
其
本
人
の
感
情
が
鍛
錬
さ
れ
た
奈
良
朝
時
代
に
入
つ
て

か
ら
で
あ
る
。
即
、
鍛
錬
さ
れ
た
も
の
は
、
一
方
か
ら
流
れ
て
貴
族
に
よ
つ

て
と
り
入
れ
ら
れ
、
支
那
の
詩
・
賦
・
散
文
に
よ
つ
て
、
日
本
人
の
文
学
上

の
感
情
が
醇
化
せ
ら
れ
て
、
新
抒
情
詩
が
発
生
し
た
。
奈
良
朝
の
頂
上
に
な

る
と
、
大
伴
旅
人
・
山
上
憶
良
が
、
殊
に
有
力
に
見
え
る
。
此
時
代
に
な
る

と
、
旅
人
や
、
憶
良
や
、
そ
れ
か
ら
其
以
外
の
有
識
階
級
の
人
々
に
よ
つ
て

作
ら
れ
た
抒
情
詩
が
、
沢
山
あ
つ
た
。
日
本
に
ほ
ん
と
う
の
文
学
ら
し
い
も
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の
が
出
来
た
の
は
、
聖
武
・
孝
謙
天
皇
の
頃
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
代
作
し
た
り
、
よ
そ
ご
と
に
言
う
て
居
る
様
な
応
用
的
の
動
き
か

ら
出
来
た
古
い
時
代
の
歌
で
も
、
立
派
な
も
の
ゝ
あ
る
の
は
、
決
し
て
否
ま

れ
ぬ
も
の
で
あ
る
。
文
学
は
、
動
機
や
態
度
に
よ
ら
ず
し
て
、
其
人
の
力
に

よ
つ
て
よ
い
物
が
出
来
る
事
を
、
よ
く
呑
み
こ
ん
で
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
四

処
が
、
宴
歌
も
亦
寿
詞
よ
り
出
て
来
る
。
宴
歌
は
、
宴
会
、
即
神
々
を
迎
へ

て
、
饗
応
す
る
時
の
歌
が
、
最
初
で
あ
る
。
神
が
歌
つ
た
寿
詞
を
語
る
か
、

寿
詞
を
語
る
と
同
時
に
其
場
の
即
興
、
即
、
寿
詞
の
崩
れ
を
歌
う
た
こ
と
が
、
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万
葉
の
中
に
、
見
え
て
居
る
。
神
に
歌
を
う
た
ふ
。
神
が
又
、
此
に
対
し
て

う
た
げ
の
歌
を
う
た
ふ
。
此
は
多
く
の
場
合
、
新
し
い
建
物
を
造
つ
て
宴
歌

を
う
た
ふ
事
に
始
ま
る
。
即
、
新
室
を
建
て
た
時
に
、 

新  

室 

ニ
ヒ
ム
ロ

ほ
か
ひ
を
す

る
。
此
新
室
ほ
か
ひ
の
他
に
は
、
旅
行
す
る
と
、
其
宿
る
場
所
々
々
に
家
を

建
て
、
や
は
り
新
室
ほ
か
ひ
と
称
す
る
も
の
を
す
る
。
此
が
た
と
ひ
、
仮
り

の
場
所
で
あ
つ
て
も
、
新
室
の
う
た
げ
を
す
る
の
だ
。
其
う
た
げ
が
、
時
代

が
進
む
と
共
に
、
宮
廷
な
ら
ば
、
宮
廷
詩
人
が
歌
ふ
事
に
な
る
。
こ
ゝ
で
、

叙
景
詩
の
萌
芽
を
発
生
す
る
。

叙
景
詩
は
、
そ
ん
な
に
早
く
は
発
達
し
て
居
な
い
。
う
つ
か
り
す
る
と
、
神

武
天
皇
の
后
い
す
け
よ
り
媛
が
、
天
皇
の
崩
御
の
後
作
ら
れ
た
、
と
云
ふ
二

首
を
叙
景
詩
と
思
ふ
が
、
此
は
真
の
叙
景
詩
で
は
な
い
。
　
　
歌
其
も
の
で
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研
究
す
る
の
で
、
歌
の
序
や
、
は
し
が
き
で
、
研
究
し
て
は
な
ら
ぬ
　
　
だ

か
ら
叙
景
詩
も
、
は
つ
き
り
し
た
意
識
か
ら
生
れ
て
来
る
も
の
で
は
な
い
。

新
室
ほ
か
ひ
の
歌
は
、
其
建
物
の
材
料
と
か
、
建
物
の
周
囲
の
物
な
ど
を
歌

ひ
込
め
て
行
く
。
而
も
最
初
か
ら
此
を
歌
は
う
と
し
て
居
る
の
で
は
な
い
。

即
、
茫
莫
た
る
も
の
を
、
ま
と
め
る
の
で
あ
る
。
昔
の
人
は
、
大
体
の
気
分

が
あ
る
の
み
で
、
何
を
歌
は
う
と
い
ふ
は
つ
き
り
し
た
予
定
が
、
初
め
か
ら

あ
る
の
で
は
な
い
。
枕
詞
・
序
歌
は
大
抵
、
目
前
の
物
を
見
つ
め
て
居
る
。

　
　
み
つ
〳
〵
し
　
久
米
の
子
等
が
　 

垣  

下 

カ
キ
モ
ト

に
、
植
ゑ
し
薑
ハ
ジ
カ
ミ。
脣クチ
ひ
ゞ
く
。

　
　
　
　
吾
は
忘
れ
じ
。
撃
ち
て
し
止
ま
む
（
神
武
天
皇
　
　
古
事
記
）

即
、
序
歌
に
よ
つ
て
、
自
分
の
感
情
を
ま
と
め
て
来
る
の
で
あ
る
。
予
定
が

あ
つ
て
、
序
歌
が
出
来
た
と
思
ふ
の
は
誤
り
で
あ
る
。
で
た
ら
め
の
序
歌
に
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よ
つ
て
、
自
分
の
思
想
を
ま
と
め
て
行
つ
た
。
即
、
神
の
告
げ
と
同
様
で
あ

つ
た
。
万
葉
集
巻
一
の
歌
を
見
る
と
、
叙
景
詩
だ
か
何
だ
か
は
つ
き
り
わ
か

ら
な
い
も
の
が
多
い
。
う
た
げ
の
歌
が
、
旅
行
の
時
に
行
は
れ
た
の
が
叙
景

詩
で
あ
る
。
内
部
の
も
の
か
ら
、
外
部
の
も
の
を
歌
ひ
出
さ
う
と
し
て
来
た
。

此
を
大
成
し
た
と
思
は
れ
る
の
は
、
山
部
赤
人
で
あ
る
。
此
が
赤
人
の
功
績

で
あ
る
。
赤
人
の
先
輩
に
、
高
市
連
黒
人
が
あ
る
。
此
ら
の
天
才
詩
人
が
出

で
、
飛
躍
せ
し
め
、
早
く
叙
景
詩
を
も
ち
来
し
た
。
彼
等
の
以
前
に
も
功
績

あ
る
人
が
な
い
で
も
な
い
が
、
此
二
人
が
、
最
著
れ
て
ゐ
る
。
だ
か
ら
日
本

の
歌
に
は
、
真
の
叙
景
詩
は
な
か
つ
た
。
抒
情
気
分
が
、
附
加
さ
れ
て
居
る
。

平
安
朝
以
後
、
此
叙
景
に
よ
つ
て
思
ひ
を
述
べ
よ
う
と
す
る
傾
向
が
続
い
た
。

今
言
ふ
叙
景
詩
は
、
比
較
的
早
く
出
て
、
新
抒
情
詩
よ
り
、
一
歩
先
ん
じ
て
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居
る
も
の
で
あ
る
。

叙
事
詩
の
流
れ
の
中
に
、
一
つ
変
つ
た
流
れ
が
あ
る
。
其
は
、
人
の
死
ん
だ

時
に
、
読
み
上
げ
る
詞
で
あ
る
。
此
を
「  

誄    

詞  

シ
ヌ
ビ
ゴ
ト

」
と
言
ふ
。
此
は
、
寿ヨ

詞ゴト
の
分
れ
で
、
叙
事
詩
の
変
つ
た
も
の
で
あ
る
。
昔
の
人
は
、
貴
族
が
死
ぬ

と
、
一
年
位
、
従
者
が
其
墓
に
つ
い
て
居
る
。
此
従
者
の
歌
ふ
歌
が
、  

誄  

シ
ヌ
ビ

  

詞  

ゴ
ト

か
ら
分
れ
て
来
て
、
挽
歌
と
な
つ
て
来
る
。
挽
歌
も
、
宮
廷
に
於
て
は
、

宮
廷
詩
人
が
代
作
す
る
事
に
な
つ
て
居
る
。
譬
へ
ば
人
麻
呂
自
身
の
歌
と
し

て
考
へ
る
と
、
解
釈
の
つ
か
な
い
や
う
な
も
の
が
多
い
。

つ
ま
り
、
か
う
言
ふ
傾
向
か
ら
、
日
本
人
の
歌
に
、
譬
喩
が
生
れ
て
来
る
。

全
く
で﹅
た﹅
ら﹅
め﹅
し
た
も
の
と
、
さ
う
で
な
く
、
譬
喩
と
主
題
と
が
絡
み
合
つ

て
、
進
ん
だ
意
味
の
象
徴
詩
と
似
た
形
を
と
つ
て
、
象
徴
的
の
気
分
を
現
す
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形
が
あ
る
。
日
本
の
譬
喩
の
歌
は
大
体
、
此
傾
向
か
ら
発
達
し
て
来
る
の
で

あ
る
。
ま
だ
、
説
明
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
が
多
い
け
れ
ど
も
、
説
明
を
他
の
方

面
に
移
す
事
に
す
る
。

同
じ
神
が
物
を
言
ふ
託
宣
の
形
に
も
、
神
が
独
り
で
喋
つ
て
居
る
と
、
た
よ

り
な
い
所
か
ら
、
神
と
精
霊
と
の
問
答
に
な
る
。
神
が
簡
単
に
相
手
に
物
を

言
ひ
か
け
る
と
、
此
に
対
し
て
返
答
の
語
が
あ
ら
は
れ
て
来
た
。
私
は
、
只

今
の
と
こ
ろ
、
此
は
、
寿
詞
よ
り
発
生
が
後
れ
て
居
る
と
思
う
て
居
る
。
普

通
の
考
へ
方
で
は
、
簡
単
な
形
が
先
に
発
生
し
て
、
複
雑
な
も
の
が
後
に
発

生
す
る
と
し
て
居
る
。
併
し
此
は
、
物
の
変
化
を
考
察
す
る
に
、
誤
つ
た
考

へ
方
で
あ
る
。
先
づ
、
複
雑
な
も
の
が
先
に
発
生
す
る
も
の
で
あ
る
。
自
然

は
、
複
雑
よ
り
単
純
へ
、
単
純
よ
り
又
複
雑
へ
進
む
事
が
順
序
で
あ
る
。
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託
宣
の
一
分
流
と
し
て
「
名ナ
告ノ
り
」
が
出
た
。
即
、
相
手
の
精
霊
に
物
を
言

は
せ
る
。
草
木
が
、
物
を
言
は
な
い
時
代
が
続
い
た
が
、
遠
い
処
か
ら
来
た

神
の
力
で
、
物
を
言
ふ
様
に
な
つ
た
。
「
言
と
は
ぬ
草
木
」
「
言
と
ひ
し
岩

根
」
な
ど
の
語
が
、
遺
つ
て
居
る
の
は
、
其
だ
。
相
手
が
物
を
言
は
ぬ
の
で
、

無
理
や
り
に
、
物
を
言
は
し
む
れ
ば
勝
つ
の
で
あ
る
。
其
は
、
極
簡
単
な
形

で
、
其
答
へ
は
た
ゞ
、
一
言
で
あ
る
。
近
年
ま
で
農
家
に
遺
つ
て
ゐ
た
行
事

に
、
節
分
の
夜
、
な
り
物
の
木
を
「
成
る
か
成
ら
ぬ
か
。
成
ら
ぬ
と
伐
つ
て

し
ま
ふ
ぞ
」
と
脅
し
て
廻
る
と
、
一
人
が
陰かく
れ
て
居
て
「
な
り
ま
す
〳
〵
」

と
答
へ
る
。
物
を
言
は
し
め
る
と
、
言
は
し
め
た
神
が
勝
つ
の
で
あ
る
。
こ
ゝ

に
、
日
本
歌
謡
の
上
に
、
問
答
の
形
が
現
れ
て
来
る
。
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五

神
と
精
霊
と
の
問
答
が
、
神
に
扮
す
る
者
と
、
人
と
の
問
答
に
な
る
。
そ
し

て
、
神
に
な
つ
て
ゐ
る
人
と
、
其
を
接
待
す
る
村
々
の
処
女
た
ち
と
の
間
の

問
答
に
な
る
。
其
問
ひ
な
り
答
へ
な
り
を
古
い
語
で
片
歌
と
言
は
れ
て
居
る
。

片
歌
が
二
つ
並
ん
で
一
首
を
な
し
て
ゐ
る
の
は
、
皆
問
答
の
形
で
あ
る
。

記
・
紀
の
日
本
武
尊
が
、
東
あ
づ
まの
国
を
越
え
て
、
甲
斐
に
出
ら
れ
た
時
、

　
　 

新  

治 

ニ
ヒ
ハ
リ

　
筑
波
を
過
ぎ
て
、
幾
度
か
寝
つ
る

火
焼
ホ
タ
キ
の
翁
が
、
此
に
和
し
て
歌
つ
て
居
る

　
　
屈カヽ
な
へ
て
、
夜
に
は
九
夜
。
日
に
は
十
日
を
（
古
事
記
中
巻
）

　
　
五
　
七
　
七
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五
　
七
　
七

此
は
対
立
し
た
歌
で
あ
る
。

片
歌
は
、
離
す
事
は
出
来
な
い
が
、
後
に
は
、
片
歌
だ
け
の
が
あ
る
。
両
方

を
、
一
人
で
詠
む
と
言
ふ
事
が
出
来
て
来
る
。
此
は
、
も
う
旋
頭
歌
で
あ
る
。

旋
頭
歌
は
、
厳
重
に
五
七
七
で
切
れ
て
ゐ
る
。
旋
頭
歌
は
つ
ま
り
、
二
人
の

か
け
合
ひ
の
形
を
ば
、
一
人
で
言
ふ
形
に
な
つ
た
も
の
で
あ
る
。

又
、
歌
垣
と
言
ふ
事
が
あ
る
。
片
歌
の
問
答
が
発
達
し
た
の
は
、
神
に
仮
装

し
た
男
と
、
神
に
仕
へ
る
処
女
、
即
其
時
だ
け
処
女
と
し
て
神
に
接
す
る
女

と
が
、
神
の
場ニハ
で
式
を
行
ふ
。
即
、
両
方
に
分
れ
て
、
か
け
合
ひ
を
始
め
る
。

神
と
人
間
と
の
問
答
が
、
神
の
意
義
を
失
つ
て
、
春
の
祭
り
に
、
五
穀
を
孕

ま
せ
る
為
の
祭
り
を
す
る
。
其
は
、
神
と
村
の
処
女
と
結
婚
す
れ
ば
、
田
畑
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の
作
物
が
よ
く
実
の
る
と
思
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

神
々
の
問
答
が
、
神
と
処
女
と
、
そ
し
て
村
の
男
と
女
と
の
か
け
合
ひ
に
な

つ
た
。
即
両
方
に
男
と
女
と
が
分
れ
て
、
片
歌
で
問
答
す
る
。
何
れ
、
男
女

の
問
答
で
あ
る
か
ら
、
自
然
と
性
欲
的
な
問
答
に
な
つ
て
来
る
。
其
が
、
相

手
の
歌
を
凌
駕
す
る
と
賞
讃
せ
ら
れ
、
又
、
女
が
男
を
や
り
こ
め
る
と
、
其

女
が
も
て
は
や
さ
れ
た
。
で
、
此
歌
垣
の
場ニハ
の
問
答
が
、
才
能
頓
智
を
主
と

す
る
様
に
な
つ
て
来
た
。
此
が
、
段
々
と
変
つ
て
来
て
、
こ
ゝ
に
短
歌
の
形

が
分
れ
て
来
る
。

短
歌
が
固
定
し
た
の
は
、
藤
原
の
都
の
時
代
、
即
、
人
麻
呂
の
頃
で
あ
る
。

短
歌
を
し
て
明
ら
か
に
人
々
に
意
識
さ
せ
る
様
に
な
つ
た
の
は
、
人
麻
呂
の

功
績
で
あ
る
。
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短
歌
の
現
れ
た
原
因
は
、
も
う
一
つ
大
歌
に
あ
る
。
其
は
、
歌
を
作
る
宮
廷

詩
人
と
、
田
舎
の
即
興
詩
人
と
が
、
別
々
で
あ
る
、
と
言
ふ
時
代
で
は
な
い
。

皆
一
つ
の
所
か
ら
、
生
れ
て
来
る
も
の
で
あ
る
。
長
歌
の
結
末
が
離
れ
て
来

る
。
即
、
五
七
五
七
七
が
独
立
し
て
、
此
方
面
で
発
達
し
た
歌
は
、
謡
ふ
形

と
し
て
、
非
常
に
、
も
て
囃
さ
れ
た
時
代
で
あ
つ
た
。
此
時
代
に
な
る
と
、

ほ
ん
と
う
に
、
長
歌
・
旋
頭
歌
を
作
る
人
は
な
く
な
つ
た
。
短
歌
が
、
此
種

々
の
形
を
、
整
理
し
て
行
つ
た
。
一
方
、
短
歌
か
ら
、
民
謡
コ
ウ
タ
の
形
も
あ
ら
は

れ
た
。
万
葉
集
の
東
歌
は
、
代
表
的
の
も
の
で
あ
る
が
、
是
も
、
民
謡
の
形

を
と
つ
て
ゐ
る
。

奈
良
朝
に
は
、
短
歌
の
形
が
主
と
な
つ
た
の
で
、
新
作
の
大
歌
に
は
、
是
非

附
か
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
と
な
つ
た
。
此
が
「
反
歌
ハ
ン
カ
」
で
あ
る
。
歌
垣
の
歌
は
、
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性
欲
的
の
も
の
で
あ
る
が
、
世
が
進
む
と
醇
化
し
て
、
段
々
と
恋
愛
詩
に
変

つ
て
来
る
。
併
し
な
が
ら
、
短
歌
に
な
つ
て
は
、
性
欲
詩
と
、
恋
愛
詩
の
境

目
を
な
し
て
居
る
。

最
初
の
日
本
の
恋
愛
詩
は
、
純
然
た
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
古
い
歌
は
、

事
実
、
性
欲
詩
で
あ
る
。
歌
垣
の
場ニハ
で
、
相
手
を
凌
駕
し
よ
う
と
す
る
、
誇

張
し
た
性
欲
に
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。
此
が
性
欲
詩
よ
り
、
恋
愛
詩
へ

歩
む
途
中
に
出
来
た
、
祭
り
の
場
合
の
即
興
詩
で
あ
る
。
処
が
、
此
歌
垣
の

詩
を
作
つ
て
居
る
中
に
、
段
々
、
優
れ
た
人
が
出
来
て
来
る
。
即
興
的
詩
才

の
あ
る
人
が
、
詩
人
と
し
て
の
自
覚
を
発
し
、
世
に
認
め
ら
れ
て
、
其
人
の

歌
が
世
に
遺
る
。
結
果
よ
り
見
る
と
、
古
人
の
作
つ
た
歌
が
、
一
種
の
芸
術

的
に
作
つ
た
も
の
と
思
は
れ
る
の
も
あ
る
が
、
や
は
り
、
応
用
的
の
も
の
で
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あ
る
。
其
中
に
醇
化
さ
れ
て
、
ほ
ん
と
う
に
、
恋
愛
詩
が
生
れ
て
来
る
。

純
抒
情
詩
に
は
、
も
一
つ
の
流
れ
が
あ
る
。
即
、
ほ
か
ひ
人
の
語
る
大
切
な

詩
で
あ
る
。
宮
廷
で
長
い
も
の
を
取
り
抜
い
て
ゐ
る
と
同
様
に
、
民
間
で
も
、

長
い
詩
の
中
よ
り
、
一
部
分
を
取
り
抜
い
て
、
お
も
し
ろ
い
部
分
の
み
が
、

ほ
か
ひ
人
に
よ
つ
て
歌
は
れ
た
。
そ
し
て
、
田
舎
の
粗
野
な
人
間
の
間
に
、

な
つ
か
し
い
尊
い
恋
愛
の
情
緒
を
歌
は
せ
る
様
に
な
つ
て
行
く
。
此
は
、
藤

原
の
都
よ
り
以
前
か
ら
、
あ
り
来
つ
た
事
で
あ
る
。
ほ
か
ひ
人
が
、
田
舎
の

粗
野
な
人
々
の
石
の
様
な
心
に
、
油
の
様
な
雫
し
づ
くを
た
ら
し
て
行
く
。
其
証
拠

は
、
万
葉
集
に
、
よ
く
現
れ
て
ゐ
る
。
巻
十
三
の
、
藤
原
の
都
の
頃
と
思
は

れ
る
民
謡
に
、
宮
廷
の
大
歌
と
同
じ
い
と
思
は
れ
る
様
な
も
の
が
、
尠
く
と

も
二
首
あ
る
。

33



身
に
沁
む
様
な
恋
物
語
が
、
ほ
か
ひ
人
に
よ
つ
て
伝
へ
ら
れ
、
其
影
響
が
粗

野
な
村
人
の
心
に
非
常
な
美
し
さ
と
し
て
遺
さ
れ
て
行
つ
た
。
此
情
緒
に
惹

か
さ
れ
て
、
歌
垣
の
歌
が
、
次
第
に
美
し
い
潤
ひ
を
帯
び
て
来
た
。
一
例
を

あ
げ
て
見
る
と
、
南
よ
り
北
へ
と
植
民
し
た
、
安
曇
氏
の
一
族
が
あ
る
。
其

が
、
海
人
部
の
民
を
率
ゐ
て
ゐ
る
。
其
安
曇
氏
の
移
動
し
て
行
く
途
に
、
の

こ
さ
れ
た
に
違
ひ
な
い
と
思
は
れ
る
、
安
曇
氏
の
歌
が
あ
つ
て
、
記
・
紀
の

中
に
も
、
採
ら
れ
て
ゐ
る
。
「
天
語
り
歌
」
と
あ
る
が
、
即
、
海
人
部
の
物

語
り
の
歌
、
安
曇
氏
の
歌
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
六
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ほ
か
ひ
人
は
、
宗
教
を
持
つ
て
歩
く
と
同
時
に
、
歌
を
も
持
つ
て
歩
い
た
。

而
し
て
、
其
が
地
方
人
の
心
を
柔
げ
、
歴
史
観
を
統
一
し
た
。
流
浪
し
て
歩

く 

乞 
食 
者 

ホ
カ
ヒ
ビ
ト

の
力
は
、
国
家
を
組
織
づ
け
る
に
大
な
る
力
を
与
え
た
。
而
も

其
が
、
古
い
時
代
の
人
の
心
に
働
い
て
ゐ
る
。
併
し
其
よ
り
も
、
一
層
大
き

い
事
は
、
恋
愛
の
心
持
を
、
人
々
に
起
し
て
来
た
事
で
あ
る
。
其
は
真
の
抒

情
詩
で
は
な
い
が
、
抒
情
味
の
豊
か
な
も
の
と
な
つ
て
、
地
方
々
々
へ
伝
播

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
歌
垣
の
場ニハ
で
作
ら
れ
る
民
謡
に
、
非
常
な
影
響
を
与
へ

た
。
物
の
あ
は
れ
は
、
恋
愛
に
よ
つ
て
始
ま
る
と
言
ふ
事
は
、
古
代
人
の
心

持
に
適
切
に
当
る
言
で
あ
る
。

日
本
人
が
作
つ
た
恋
愛
詩
は
、
此
民
謡
か
ら
出
発
す
る
け
れ
ど
も
、
其
は
真

の
恋
愛
詩
で
は
な
い
。
即
、
多
く
の
人
を
相
手
に
し
た
も
の
で
、
一
人
の
恋
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人
を
相
手
と
し
て
歌
つ
た
も
の
は
な
い
。
多
く
の
人
を
相
手
に
し
た
歌
、
誇

張
し
た
歌
、
技
巧
的
な
歌
で
あ
る
。
万
葉
集
に
伝
る
理
由
の
不
明
と
思
は
れ

る
様
な
、
特
殊
な
部
分
が
あ
る
。
此
は
、
多
数
の
群
集
を
相
手
に
し
て
、
歌

つ
た
も
の
で
あ
る
。

か
く
、
戯
曲
的
で
あ
り
、
誇
張
を
持
つ
た
歌
が
、
恋
愛
詩
で
あ
つ
た
。
其
ら

は
万
葉
集
の
「
東
歌
」
に
よ
く
現
れ
て
居
る
。
此
が
だ
ん
〳
〵
に
変
つ
て
ほ

ん
と
う
の
恋
愛
詩
を
生
む
。
日
本
の
恋
愛
詩
は
、
奈
良
朝
の
初
め
に
な
つ
て
、

純
抒
情
詩
と
な
つ
た
。
人
麻
呂
の
恋
愛
詩
に
も
、
誇
張
が
あ
る
。
其
が
、
劇

的
に
な
つ
て
、
万
葉
集
に
現
れ
て
居
る
。
万
葉
集
の
終
り
の
頃
に
出
て
居
る

歌
で
も
、
此
事
実
を
見
出
し
得
る
。

又
、
ほ
か
ひ
人
は
、
長
歌
を
謡
つ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
短
歌
を
謡
つ
た
と
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思
は
れ
る
も
の
が
あ
る
。 

中  

臣 

ナ
カ
ト
ミ 

宅  

守 

ヤ
カ
モ
リ

・
狭
野
茅
上
郎
女
の
短
歌
が
沢
山

あ
る
。
此
歌
な
ど
は
、
万
葉
集
で
は
殆
ど
、
終
り
に
近
い
時
代
の
も
の
で
あ

る
が
、
或
は
ほ
か
ひ
人
の
新
し
く
歌
つ
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
思
は
れ

る
。
つ
ま
り
、
抒
情
詩
は
、
奈
良
朝
の
盛
ん
な
時
代
よ
り
出
来
て
来
る
が
、

純
抒
情
詩
の
時
代
は
、
平
安
朝
へ
這
入
つ
て
か
ら
で
あ
る
。
奈
良
朝
の
抒
情

詩
が
、
在
原
業
平
に
系
統
を
引
い
て
、
純
粋
の
抒
情
詩
に
な
つ
た
。
併
し
、

発
生
に
於
て
、
当
座
の
頓
才
奇
智
の
も
の
や
、
男
女
の
か
け
合
ひ
の
歌
で
あ

る
が
為
に
、
其
影
響
は
後
代
ま
で
続
い
た
。

一
方
に
於
て
、
此
か
け
合
ひ
の
問
答
が
、
日
本
文
学
に
於
け
る
変
つ
た
形
を

生
み
出
し
た
。
多
く
の
人
が
よ
つ
て
、
両
方
か
ら
歌
を
か
け
合
せ
る
。
此
が

貴
族
の
間
に
行
は
れ
る
と
「
歌
合
せ
」
に
な
る
。
其
系
統
は
、
歌
垣
が
宮
中
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へ
入
つ
て
、
踏
歌
と
な
る
。
即
、
男
女
が
歌
を
か
け
合
ふ
。
此
が
歌
合
せ
の

原
形
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
「
歌
合
せ
」
は
、
巻
一
の
天
智
天
皇
の
時
代
、
中

臣
鎌
足
が
審
判
に
な
つ
て
、
春
秋
の
諍

モ
ノ
ア
ラ
ソ
ヒ
を
な
し
た
と
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
が
、

最
初
で
あ
る
と
思
ふ
。
此
審
判
の
時
、
額
田
ヌ
カ
タ
女
王
一
人
が
、
作
つ
て
答
へ
た

と
見
え
て
居
る
が
、
私
の
考
へ
で
は
、
集
つ
た
人
皆
が
作
つ
た
が
、
額
田
女

王
の
歌
が
、
ぬ
き
ん
で
ゝ
居
た
と
思
は
れ
る
。

歌
合
せ
は
、
文
学
発
生
の
歴
史
よ
り
見
る
と
、
重
大
な
影
響
を
有
つ
て
ゐ
る
。

此
形
か
ら
変
態
化
し
た
も
の
が
、
「
連
歌
」
で
あ
る
。
歌
合
せ
の
影
響
よ
り

も
、
問
答
の
形
、
即
、
二
人
で
歌
の
両
方
を
よ
み
合
せ
る
形
、
つ
ま
り
、
歌

垣
の
か
け
合
ひ
の
文
学
化
し
た
も
の
が
「
連
歌
」
で
あ
る
。
文
学
史
よ
り
見

る
と
、
平
安
の
末
百
六
七
十
年
の
頃
、
盛
ん
に
な
つ
た
も
の
で
あ
る
が
、
も
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つ
と
、
早
い
時
代
に
あ
つ
た
も
の
と
思
ふ
。

此
連
歌
が
、
上
の
句
と
下
の
句
と
の
み
な
ら
ず
、
其
に
五
十
句
・
百
句
を
次

ぐ
様
に
な
る
。
此
が
古
典
的
に
興
味
を
失
つ
て
、
誹
諧
が
発
生
す
る
。
室
町

の
時
代
か
ら
、
発
句
が
独
立
し
て
来
た
が
、
独
立
し
た
芸
術
様
式
と
見
ら
れ

る
の
は
、
徳
川
時
代
に
な
つ
て
か
ら
、
即
、
芭
蕉
に
な
つ
て
か
ら
で
あ
る
。

か
う
考
へ
る
と
、
ず
つ
と
長
い
歴
史
が
、
源
を
ほ
ゞ
一
に
し
て
、
出
発
し
て

居
る
。
こ
ゝ
ま
で
述
べ
た
歴
史
の
中
、
誹
諧
を
除
け
ば
、
皆
万
葉
集
に
よ
つ

て
、
解
く
事
が
出
来
る
。
其
つ
も
り
で
万
葉
集
を
文
学
的
に
講
義
し
た
ら
と

思
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
折
口
信
夫
全
集
　1

」
中
央
公
論
社

　
　
　1995
（
平
成7

）
年2

月10

日
初
版
発
行

底
本
の
親
本
：
「
『
古
代
研
究
』
第
二
部
　
国
文
学
篇
」
大
岡
山
書
店

　
　
　1929

（
昭
和4
）
年4

月25

日
発
行

初
出
：
「
万
葉
集
十
回
講
座
講
演
」

　
　
　1926

（
大
正15

）
年5
月

※
底
本
の
題
名
の
下
に
書
か
れ
て
い
る
「
大
正
十
五
年
五
月
、
万
葉
集
十
回

講
座
講
演
」
は
フ
ァ
イ
ル
末
の
「
初
出
」
欄
に
移
し
ま
し
た
。

入
力
：
門
田
裕
志
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校
正
：
仙
酔
ゑ
び
す

2007
年7

月13

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w

w
.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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